
 
資料３－１ 

                         平成２６年１０月７日（火） 

中央教育審議会大学教育部会 関係者ヒアリング配布資料 

 

全国看護高等学校長協会理事長作成 

                  （埼玉県立常盤高等学校長） 

 

高等学校看護専攻科の概況について（埼玉県立常盤高等学校看護専攻科の事例より） 

 

１ 看護専攻科カリキュラムについて 

 （１）教育課程（参考資料１） 

   ○看護専攻科の教育課程は、厚生労働省所管の「保健師助産師看護師学校養成

所指定規則」（参考資料２）に規定された教育内容及び単位数の基準（６７

単位以上）に則り編成している。 

   ○常盤高校看護専攻科の履修単位：７５単位 

 （２）各科目の授業内容について 

   ○毎年度作成しているシラバス（参考資料３）において、科目ごとに、「学習

の目標」「授業の内容と進め方」「学習の留意点」「評価の方法・観点」「授業

計画」を定め、計画的に授業を展開している。 

 

２ 看護専攻科の授業者について 

 （１）授業者の担当時間と構成 

   ○専攻科２年間の履修時数合計（平成２６年度） ２２５０時間 

    授業者ごとの内訳：専任教員：１４０７時間（臨地実習７２０時間、ホーム 

ルーム６０時間含む） 

          特別非常勤講師： ７８３時間 

          非常勤講師  ：  ６０時間 

   ○授業者の構成 

    ・専任教員    １７名 

    ・特別非常勤講師 ６８名 

          （内訳：医師 34 看護師 19 薬剤師 3 大学教員 4 その他 8）          

    ・非常勤講師    １名 

  

３ 看護専攻科の教育水準について 

 ○上記１（１）（２）に従い、看護専門学校と同等の高い水準の看護教育を組織的

かつ系統的に行っている。 

 ○看護師国家試験合格率においても、新卒者について、看護専門学校とほぼ互角の

合格率を挙げている。埼玉県立常盤高校では、毎年ほぼ１００％の合格率を達成

している（参考資料４）。 
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 ○５年一貫教育の利点を生かし、個々の生徒を５年間継続的に懇切丁寧に指導する

ことにより、確かな知識・技術の定着が図れるとともに、看護師としてのより強

い使命感が醸成され、結果、現場での意欲的な仕事ぶりと離職率の低さにつなが

り、病院から高い評価を受けている。 

   

 シミュレーターを使った採血実習      フィジカルアセスメントモデルを使った 

                      呼吸音の聴取 

 

４ 教育内容に関する学校評価 

 （１）学校自己評価システムの実施（参考資料５） 

   ○学校自己評価システムシートを毎年度当初作成し、目指す学校像、重点目標、

評価項目、評価指標等を決定するとともに、外部の学校関係者による学校評

価懇話会において外部評価を受ける。同シートは、ホームページ上で公開す

る。 

   ○また、各学年では、学校自己評価システムシートと連鎖した個別の詳細な目

標、評価項目、評価指標等を盛り込んだ学年シートを作成し、学年ごとに年

度末評価を行っている。 

 （２）県教育委員会による第三者評価の実施  

   ○県教育委員会が設置する外部有識者からなる県立学校評価委員会の毎年の

学校訪問により、第三者評価を受ける。 

 

５ 高等学校看護専攻科修了生の大学編入のニーズについて 

 ○大学編入を希望する看護高校生は、平成１３年調査※１では２３％、平成２０年調

査※２では２７．７％おり、近年の一般高校生の大学志向の高まりからすると、こ

の傾向はさらに強まっていると想像できる。 

  ※１ 文部科学省教育課程研究指定校 広島県立広島皆実高等学校が実施した 

     「看護専攻科生徒の看護大学等への編入学希望調査」 

  ※２ 全国看護高等学校長協会「大学等への編入学希望調査」 

 ○編入学を希望する理由は、高校で学んだ看護の知識・理論をさらに大学で深めた

いという純粋な学問への意欲のほか、学位の取得と合わせ、同時に助産師・保健

師の資格、あるいは、養護教諭、看護教員といった教員の資格取得も考える生徒
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も多い。 

 

６ 大学編入のメリット 

 ○大学でさらに学問を深めることにより、より専門性の高い優れた看護師の輩出に

つながる。       

 ○学位の取得が、就職後の昇進や給与面での待遇においてメリットとなる。 

 ○大卒の看護師の拡充を病院現場でも希望している。 

 ○看護教員の確保につながる。 

 

（参考資料） 

１ 埼玉県立常盤高等学校看護専攻科教育課程表 

２ 保健師助産師看護師学校養成所指定規則 

３ 平成２６年度埼玉県立常盤高等学校看護専攻科シラバス（机上配布） 

４ 埼玉県立常盤高等学校学校案内（机上配布） 

５ 平成２５年度埼玉県立常盤高等学校学校自己評価システムシート・学年シート 

 

   



平成２６年度　　看護専攻科第1学年　教育課程表 10回生

哲学(倫理学） 1 30 1 （30）
論理学 1 30 1 （30）
統計学 1 15 1 (15)
看護物理学 1 30 1 （30）
心理学 1 30 1 （30）
人間関係論 1 30 1 （30）
教育学 1 30 1 （30）
臨床看護英語Ⅰ 1 30 1 （30）
臨床看護英語Ⅱ 1 30 1 （30）
保健体育 1 30 1 （30）

小計 10 10 285 7 (195) 3 (90)
解剖生理学 2 60 2 (60)
生化学・栄養学 2 30 2 （30）
病理学 1 30 1 (30)
病態学Ⅰ 3 105 3 (105)
病態学Ⅱ 1 30 1 （30）
薬理学 1 30 1 （30）
微生物学 1 15 1 （15）
医療総論 1 15 1 (15)
公衆衛生学 1 15 1 (15)
社会福祉 1 30 1 （30）
ヘルスプロモーション 1 15 1 (15)
関係法規 2 30 2 (30)

小計 13 17 405 12 (300) 5 (105)
基礎看護方法 Ⅰ 1 15 1 （15）
基礎看護方法 Ⅱ 1 30 1 (30)

小計 3 2 45 2 (45)
成人臨床看護Ⅰ 1 30 1 (30)
成人臨床看護Ⅱ 1 45 1 (45)
成人臨床看護Ⅲ 1 30 1 (30)
成人臨床看護Ⅳ 1 15 1 (15)
老年保健 1 15 1 (15)
老年臨床看護Ⅰ 1 30 1 （30）
老年臨床看護Ⅱ 1 45 1 (45)
小児保健 1 15 1 （15）
小児看護方法 1 15 1 （15）
小児臨床看護 2 60 2 (60)
母性保健 1 30 1 （30）
母性臨床看護 2 60 2 (60)
精神看護概論 1 15 1 （15）
精神保健 1 15 1 (15)
精神臨床看護Ⅰ 1 15 1 （15）
精神臨床看護Ⅱ 1 45 1 （45）
成人看護学 4 180 2 (90) 2 (90)
老年看護学 2 90 2 (90)
小児看護学 2 90 2 (90)
母性看護学 2 90 2 (90)
精神看護学 2 90 2 (90)

小計 29 30 1020 14 (480) 16 (540)
在宅看護概論 1 15 1 (15)
在宅看護技術 1 45 1 （45）
在宅看護方法Ⅰ 1 15 1 (15)
在宅看護方法Ⅱ 1 15 1 （15）
技術の統合Ⅰ 1 30 1 (30)
医療安全 1 30 1 (30)
災害看護と国際協力 1 15 1 (15)
技術の統合Ⅱ(含看護管理) 1 30 1 (30)
看護研究 1 30 1 (30)
看護方法 1 30 1 (30)

2 在宅看護論 2 90 2 (90)
2 看護の統合と実践 2 90 2 (90)

小計 12 14 435 4 (120) 10 (315)
67 73 2190 39 (1140) 34 (1050)
2 2 60 1 （30） 1 （30）
69 75 2250 40 (1170) 35 (1080)総合計

統
合
分
野

在宅看護論

臨地実習

合計

看護の統合と実践 4

臨地実習 12

精神看護学

ホームルーム活動

4

専
門
分
野
Ⅱ

成人看護学

老年看護学

小児看護学

母性看護学

4

4

3

3

3

基
礎
分
野

科学的思考の基盤

10

人間と生活・社会の
理解

　教育課程表

教育内容
標準
単位

科目
履修
単位

履修
時間

２年１年
単位（時間数） 単位（時間数）

専
門
基
礎
分
野 健康支援と社会保障

制度
5

専
門

分
野
Ⅰ

基礎看護学 3

人体の構造と機能

8
疾病の成り立ちと回復

の促進

参考資料１





































 



（別紙様式）                                                                              

（Ａ３判横） 

参考資料５ 

平 成 ２５ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 常 盤 高 等 学 校 ） ｓ36 
 

目 指 す 学 校 像 豊かな人間性、確かな知識・技術を兼ね備えた看護のスペシャリストの養成       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 授業改善を推進するとともに、自ら学ぶ姿勢を身につけさせ、学力の一層の向上を図

る。 

２ 多様なものの考え方や社会の変化に対応できる人間形成を図るため、特別活動や部活

動を充実させ、心身ともに健康で心豊かな生徒の育成を図る。 

３生涯にわたる人生設計を念頭に置いた系統的組織的な進路指導を推進する。 

４保護者・地域・関係機関との連携を強化し、開かれた学校づくりの一層の推進を図る。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   

出席者 学校関係者    ６名 

    生徒       ７名 

    事務局(教職員) １２名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月 １ 日  現 在 ）  実施日 平成２６年２月１７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

・授業改善については、管理職及

び教員相互の授業観察が定着した

ことにより、教員個々の意識は高

まってきているが、組織的な授業

改善の取組には至っていない。 

・大多数の生徒の学習意欲は高

く、積極的に授業に取り組んでい

るものの、一部の生徒は、家庭学

習が不十分であり、授業について

いけなくなっているという課題が

依然として存在し、あらゆる取組

について改めて検証し、より効果

的な実施となるよう改善・見直し

を行う必要がある。 

組織的な授業改善の実

施と学習の確立を図る

既存の取組の見直し・

改善 

①県の事業を活用し、協調学

習の研究と実践を全校挙げて

組織的に取り組むとともに、

研究授業を実施する。 
 

 

②目標に準拠した新評価規準

の研究を全校的に開始する。 

 

 

 

 

③生徒による授業評価と教員

相互の授業見学を引き続き実

施する。特に、見学者は見学

後、授業者へコメントを提出

することを新たにルール化す

る。 

 

④看護科・専攻科ともに、生

徒が主体的に行うプロジェク

ト学習を継続して実施する。 
 

 

 

 

⑤放課後の技術練習等を継続

して行う。 
 

 

 

 

⑥実力テスト結果を活用した

面談等、個別指導を徹底し、

基礎学力の定着・向上につな

げる。 

①協調学習の研究授業を１

回以上実施し、教員全員が

参加する。 

 

 

 

②評価規準の原案を作成す

る。 
 

 

 

 

③授業見学者のコメント提

出数１人１枚以上、全体で

４０枚以上。 
 

 

 

 

④専攻科修了生の国家試験

全員合格。 

 
 

 

 

 

⑤看護技術の定着がみられ

る。 
 

 

 

 

⑥実力テストにおいて生徒

の成績が向上する。 

①協調学習への取組は校内

に定着し、研究授業による

校内教職員研修会を実施し

たほか、日頃からの実践を

県の報告会で研究発表する

等の成果をあげた。 

②委員会を中心として、全

教科の評価規準への取組を

進め、第一段階として、年

間学習指導計画における評

価基準の設定が完成した。 

 

③授業見学者のコメント提

出は２８枚であった。 

 

 

 

 

 

④活動が低迷するプロジェ

クト学習もあったが、教員

の指導により回復し、通年

実施することができた。国

家試験の合否は３月に発

表。 

 

⑤放課後の技術練習を継続

して実施したが、その定着

には個人差があり、期待さ

れるレベルに到達できない

生徒もいた。 

 

⑥実力テストの結果を利用

した指導を実施できたが、

学力・成績の向上までには

課題が残る。 

Ａ ①次年度も、協調学習の研

究と実践について、全校で

組織的に取組を行う。 

 

 

 

②引き続き評価規準の完成

に向けて委員会を中心に取

組を継続する。 

 

 

 

③コメント数は、伸びなか

ったものの、協調学習の研

究授業効果もあり、授業見

学者数は増加し、今後も相

互の授業見学と授業評価の

取組を継続する。 

 

④プロジェクト学習の効果

的な展開について研究を進

める。 

 

 

 

 

⑤確かな技術の習得に向け

た技術練習への取組を引き

続き行う。 

 

 

 

⑥基礎的な学力定着の尺度

として、今後も結果の活用

について検討を進める必要

がある。 

 ・協調学習という方法が、常盤高校

で、どのような形になっていくのか楽

しみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業改善については、生徒の授業理

解度の視点から生徒による授業評価と

の関連を図ることが大切である。 



（別紙様式）                                                                              

（Ａ３判横） 

参考資料５ 

２ 

・定期的な整容指導で校則の違反

者数は減少傾向にあり、指導が定

着・改善しており、現状に対応し

た指導の充実を図る必要がある。 

 

・部活動加入率の向上と文化祭・

体育祭の活性化に向けた取組の充

実を引き続き図る必要がある。 

 
・「望ましい生活習慣の確立」を

目指して保健部を中心に様々な取

組を行っており、生徒・保護者の

健康への意識は総じて高い。基本

的生活習慣や健康管理に課題のあ

る一部の生徒に対する指導を丁寧

に継続していく必要がある。 

生活指導、部活動指導

の充実等、望ましい生

活習慣の確立 
 

①生活指導の重点化を図ると

ともに、風紀委員を活用し、

生徒相互による規範意識の向

上を図る。 

②引き続き部活動の加入率の

向上、外部指導者の招聘への

取組を継続し、部活動の活性

化を図るとともに、学校行事

の内容を工夫する。 

③保健部を中心に、「望まし

い生活習慣の確立」に向けた

適切な指導を行う。また、今

年度は「睡眠」に焦点を当

て、「保健だより」、「保健

室からのメッセージ」、ＰＴ

Ａ広報紙や全校集会等の講話

等を通じて生徒・保護者の健

康管理に対する意識を一層高

める。 

④生徒支援委員会を中心に生

徒の課題を把握し、校内研修

等活用して全職員の共通理解

を図り、外部機関との連携も

含めた課題解決に取り組む。 

①生徒が規則正しい学校生

活を送るようになり、服装

等の校則の違反者が減少す

る。 
②部活動の加入率が向上す

る。 
 

 

 

③体調不良者の心身の状態

や生活が改善する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

④委員会が支援している生

徒の健康状態や生活・行動

に改善が見られる。 

①服装・頭髪指導の指導対

象者が減少し、増える傾向

も見られない。 

 

②仮入部期間の延長などの

工夫を行い、看護科１年生

の部活動の加入数が昨年度

５０名→今年度７６名と向

上した。 

③保健部の取組は校内に定

着し、「元気レンジャー」

や、発行物による啓発活動

を推進した。 

 

 

 

 

 

 

④定期に委員会を設定し、

情報共有を行い、さらに個

別のカウンセリング等によ

り、当該生徒の生活の安定

に改善が見られた。 

Ａ ①生活指導の課題として携

帯電話規定の順守・情報モ

ラルの定着の指導が残る。 

 

②兼部して活動している生

徒への体制を整備する必要

がある。 

 

 

③継続して生徒の現状把握

と分析、さらに情報の共有

を進め、望ましい生活習慣

の確立に向け指導していく

必要がある。 

 

 

 

④引き続き、問題を抱える

生徒への個別指導を行うと

ともに、今年度実験的に実

施した協調学習をベースに

した「常盤方式」の教職員

研修会のような情報共有を

深める試みを進めていく必

要がある。 

  

 

 

 

・看護師の生涯スポーツとしての観点

からも「スポーツクラブ」のような発

想で取り組めるとよいのではないか。

生徒のニーズに合わせて、学業と部活

動とが両立できるように進めていって

欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

・５年間を通して、一人一人の生

徒が将来を見据え、幅広い視野を

持って、自己実現に向けて意欲を

維持・向上させる取組が必要であ

る。 

 

・保護者に対する進路情報の発信

が不足している。 

 

 

・修了生の中に就職後の理想と現

実に悩み、早期離職する者がい

る。 

進路希望の実現と看護

職への志の維持・早期

離職の防止 

①「進路の手引き」の活用、

５年間を見通した系統的ガイ

ダンスの実施、キャリア教

育、生きる力等に関する進路

講話、卒業生の体験談講話を

計画に実施する。 
②「進路だより」「クラス通

信」「保護者会」等、さまざ

まな機会を捉えて保護者に向

けた進路情報を発信する。 
 

③修了生懇談会で新卒１年目

の看護師の状況・課題を把握

し、個々に応じた適切なアド

バイスを行う。 

①第１希望の進路実現率 

 １００％。 

 

 

 

 

②保護者に向けた進路情報

発信回数の増加。 

 
 

 

③１年目離職率がゼロにな

る。 

①進路ガイダンスを中心に

多方面からの進路意識向上

のはたらきかけを行った。 

専攻科修了予定者の進路先

決定率は１００％だった。 

（進学者３，就職６９） 

②後援会と連携した卒業生

による進路講演会など進路

情報に触れる機会を設け

た。（例 専攻科２学年 

学年通信６回発行） 

③７月２６日に修了生懇談

会を実施したが、離職者は

ゼロであった。 

（参加者６８人） 

Ａ ①進学希望者の支援が受験

まで必要であり、対応策を

整備する必要がある・ 

 

 

 

②継続して保護者向けの情

報を提供できる機会を確保

する必要がある。 

 

 

③新卒１年目の状況の情報

共有を今後も継続するとと

もに、進路先と学校との連

携を密にする必要がある。 

  

 

 

 

 

 

・生徒・保護者アンケートにおいて、

指標の設定や、対象・目的を明確にし

た方がよい。 

 

 

・離職の防止ということに関しては、

一生の仕事として看護師を続けていこ           

うという意欲を育てることが必要なの

ではないか。 

４ 

・授業公開、ＰＴＡ文化祭協賛事

業、体験入学、学校説明会等を通

じて開かれた学校づくりが進んで

いるが、５年一貫教育が十分には

周知されていない。 

 

・地域の自治協力会等との交流を

さらに深める。 

 

・隣接するさいたま桜高等学園と

の一層の連携を深める。 

保護者・地域・関係機

関との連携強化 
 

①ＨＰを活用した行事の案内

や入試情報を随時更新、全教

員による中学校訪問、学校説

明会の実施、進学フェア、塾

主催の説明会への参加。 
 

②保護者、地域、学校評議員

等を対象にした授業公開や、

看護科２学年と地元敬老会と

の交流会の継続実施。 
 

 

③さいたま桜高等学園とのこ

れまでの取組に加え、合同の

避難訓練の継続や文化祭など

の機会を通じての生徒相互の

交流を行う。 

①学校説明会参加者数の増

加。 

 

 

 

 

②公開授業や地域敬老会と

の交流会の実施。 

 

 

 

 

③さいたま桜高等学園との

連携のため、生徒相互の新

たな取組を企画し、実施す

る。 

①ＨＰ更新の校内研修を実

施し、情報発信の頻度を高

めた。昨年度と比較して、

アクセス数は、51,267 件→

64,671 件へと増加した。全

教員による中学校訪問等の

取組を予定どおり実施し、

学校説明会の参加者数は昨

年とほぼ同数を確保した。 

②看護科２学年による地元

敬老会との交流会を行っ

た。（参加者３４人） 

③さいたま桜高等学園と合

同避難訓練の実施、文化祭

オープニングへの参加、販

売実習の受け入れなど連携

を進めた。 

Ａ ①今後も更新回数を維持し

ながら、掲載内容をさらに

充実させる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

②今後も地域社会との交流 

の機会を確保し、継続・発

展させていく必要がある。 

③継続して、連携の形につ

いて検討を進めていく必要

がある。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の人たちも生徒との会話を楽し

みにしている。自治会の夏祭などの交

流の場に生徒の参加を促すポスターを

掲示して欲しい。 



 (別紙様式)                                                                                                                                             （Ａ３判横） 
 

 平 成２５年 度 分 掌 ・ 学 年 シ ス テ ム シート （県立常盤高等学校）       分掌・学年（専攻科１学年） 
                                                                                                                   

   
目指す学校像 

  
豊かな人間性、確かな知識・技術を兼ね備えた看護のスペシャリストの養成 

                       

。 
 

 
 達 
 
 成 
 
 度 

Ａ ほぼ達成  （８割以上）   

 
Ｂ 概ね達成  （６割以上） 

 
 

重 点 目 標 

１ 授業改善を推進するとともに、自ら学ぶ姿勢を身につけさせ、学力の一層の向上を図る。

２ 多様なものの考え方や社会の変化に対応できる人間形成を図るため、特別活動や部活動を

充実させ、心身ともに健康で心豊かな生徒の育成を図る。 

３ 生涯にわたる人生設計を念頭に置いた系統的組織的な進路指導を推進する。 

４ 保護者・地域・関係機関との連携を強化し、開かれた学校づくりの一層の推進を図る。 

  
Ｃ 変化の兆し （４割以上） 

Ｄ 不 十 分  （４割未満） 

 

     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
     ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
 
 学    校    自    己    評    価   

年    度    目    標 年  度  評  価 （ ２月１日 現在  ） 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 
１ ・授業には居眠りしないで 

 真剣にとりくんでいる様 
 子がみられる。 
・外部講師の授業や課題の 
 多さなど、専攻科の生活 
 に慣れていなくてとまど 
 いがみられる。 
・指示を待つことに慣れて 

 いて、自ら学ぶ方法が身 

 についていない。 
 
 

 
・授業中の態度 
・課題の提出状況 
・終講試験、実力試

験の結果 
・放課後練習の参加

状況 
・実技試験の結果 

①自己学習の習慣をつけるた

め、定期的にノートを確認す

る。 
②試験の成績不振者や、課題の

提出が滞る者に対して学年

で担当を決め、学習の仕方を

個別に指導する。 
③プロジェクト学習の活動を

活発にできるように支援し、

自ら学ぶ習慣を身につけら

れるようにする。 

①授業に意欲的に参加し 
 ノートを作成しているか。 
②終講試験、実力試験の結果

は向上しているか。 
 
③プロジェクト学習や放課後

練習に積極的に参加してい

るか。 
 

①授業には意欲的に参加して

いる。 
②再試験対象者は少ないが、

再試験不合格者は放課後残

して勉強させた。 
③プロジェクト学習は後期に

なって試験が多くなり活動

が少なくなってしまった。 
 放課後練習は真面目に取り

組んだが実技試験では半数

近くが不合格だった。 
 

Ｂ 

①問題のある生徒は面談し、

望ましい授業態度につい

て自覚を促す指導を継続

する。 
②③プロジェクト学習や放

課後練習への取組など主

体的に参加する姿勢を育

む指導を継続する。 
 

２ ・時間を守る、人の話を聞
 くなどの基本的生活習慣
 はほぼ身についている。 
・身だしなみもほぼ整って
 いるが、一部に変化の見
 られる生徒がいる。 
・今は欠席・遅刻は少ない
 が、問題を抱えている生
 徒がいて、今後体調をく
 ずす可能性がある。 
 

・朝１５分の活用 
 状況 
・欠席・遅刻の状況 
・基本的生活習慣の
 状況 

①朝１５分の活動に参加し、ス
ムーズに授業に入れるよう
にする。 

②生活習慣、身だしなみに関し
て、教員が同じ視点でその都
度指導する。 

③出欠状況や学習面・精神面で
問題が生じた際には早期に
保護者と連絡をとり連携を
図る。 

①朝１５分の活動に積極的に
 参加しているか。 
 
②生活習慣、身だしなみは 
 整っているか。 
 
③個人面談や保護者面談の 
 様子 

①プロジェクト学習は活動が
低迷しているが、朝１５分
早く登校する習慣はつき、
遅刻はほとんどいない。 

②身だしなみについては実技
試験や実習に向け指導しほ
ぼ整っている。 

③成績不良で面談や保護者連
絡した生徒はいるが、欠席
はなく精神面では安定して
いる。 

Ｂ 

①朝１５分のプロジェクト
 学習へ参加する意欲の維
 持に努める。 
 
②③基本的生活習慣や学習
 成績に関わる細やかな支
 援体制を継続していく。 

３ ・目標を明確にし、目標実
 現に向けて主体的に進も
 うとする姿勢はみられる
 が、具体的な方策を考え、
 実行する力が不足してい
 る。 
・目標は明確でも、努力不
 足により達成できない生
 徒が出てくる可能性があ
 る。 

・行事の参加状況 
・プロジェクト９ 
 の取り組み。 

①「学習」「生活」「実習」に
 グループ分けし、プロジェク
 ト９と命名し、目標達成に向
 けて主体的に行動できるよ
 うに具体的な方策を提案し
 あい意欲を高める。 
②将来の進路を意識した情報
 提供をしていく。 

①プロジェクト９の取り組み
 に、主体的に参加できてい
 るか。協力し合っているか。

 
②進路ガイダンスの様子 
 

①１０月まではプロジェクト
学習の取り組みは主体的に
行われていた。１１月にな
り試験が多くなったため自
習が多くなった。 

②目標自体は揺らいでいない
が努力を要することが予想
される生徒もいる。   

Ｂ 

①プロジェクト９の目標設
 定、実際の運営、課題の解
 決等、生徒中心の活動とな
 るよう指導を継続する。 
 
②特に課題を抱える生徒に
 は個別に指導できる体制
 を整える。 

 



 (別紙様式)                                                                                                                                                 （Ａ３判横） 
 

 平 成２５年 度 分 掌 ・ 学 年 シ ス テ ム シート （県立常盤高等学校）       分掌・学年（専攻科２学年） 
                                                                                                                   

   
目指す学校像 

  
豊かな人間性、確かな知識・技術を兼ね備えた看護のスペシャリストの養成 

                       

。 
 

 
 達 
 
 成 
 
 度 

Ａ ほぼ達成  （８割以上）   

 
Ｂ 概ね達成  （６割以上） 

 
 

重 点 目 標 

１ 授業改善を推進するとともに、自ら学ぶ姿勢を身につけさせ、学力の一層の向上を図

る。 

２ 多様なものの考え方や社会の変化に対応できる人間形成を図るため、特別活動や部活動

を充実させ、心身ともに健康で心豊かな生徒の育成を図る。 

３ 生涯にわたる人生設計を念頭に置いた系統的組織的な進路指導を推進する。 

４ 保護者・地域・関係機関との連携を強化し、開かれた学校づくりの一層の推進を図る。

 

   
Ｃ 変化の兆し （４割以上） 

Ｄ 不 十 分  （４割未満） 

 

     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
     ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
 
 学    校    自    己    評    価   

年    度    目    標 年  度  評  価 （２月１日 現在  ） 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改

 １ ・自分なりの学習方法を身に

つけ計画的に学習を進めて

いる生徒がいる一方で、学

習の時間不足や効果的な学

習方法を身についていない

生徒がいる。 

・朝１５分と帰りＳＨＲの学

習活動は定着し、国家試験

全員合格へ向けて団結し

て活動できているが、遅刻

のため参加できていない

生徒がいる。 

・看護研究、臨地実

習、国家試験に向

けての学習に意欲

的に取り組むこと

ができているか 
 

①チューター制を活用し、担当教員が学習状況の

把握や精神面でのフォローを行う。 
 
 
②生徒が主体的に計画を立てプロジェクト活動

を行う（国家試験対策、看護研究発表会） 
 
 
③成績不振者への放課後指導・長期休業中の学習

指導 

①プロジェクト活動の参

加状況、国家試験対策

活動への取り組み状

況、積極性、参加率 

②模擬試験における偏差

値、合格基準への到達

度 
 
③看護研究・臨地実習へ

の取り組み状況 
 

①朝１５分の学習活動は継続毎日実施しているが、参加は約８

割である。遅刻する生徒は固定化しており、主体的に学習で

きていない。 
②模擬試験の個人の成績不良者は全国的にも下位１割内に位置

し、合格基準に達していない。 
模擬試験の結果で下位６名を放課後学習、夏季休業学習を実

施しているが、一部生徒は固定化しており、成績が伸び悩ん

でいる。 
③臨地実習は知識や技術不足から補習実習者が数名でたが、概

ね良好に取り組めた。看護研究発表会は、生徒たちが主体的

に取り組み、円滑に行えた。 
 
 

Ｂ 

①②個々の生徒に合わせた、

きめ細やかな指導を継続し

ていく必要がある。 
 
 
 
③各種の実習や研究活動に

主体的に取り組む姿勢を育

てる取組を今後も継続して

いく。 
 

２ ・最高学年となるが、社会人

になるという自覚が十分

でない面もあり、自ら考え

て主体的に行動できない

生徒もいる。また、悩みす

ぎて心身のバランスを崩

す可能性もある。 
 

・社会人への移行期間

として、自ら律し、

責任ある行動がで

きているか 

・欠席、遅刻の状 況 

・基本的生活習慣の定

着状況 

 

①出欠状況や学習面、精神面で問題が生じた際に

は早期に保護者と連絡をとり連携を図る。 

②生活習慣、身だしなみに関して、教員が同じ視

点でその都度指導する。 

③出欠席の確認、保健室利用状況を確認し、養護

教諭などと連絡を密にし、情報を共有する。 

④将来看護師になることを念頭において主体的に

行動できるように関わる。 

⑤適宜面談を行い、状況の把握に努める 

①自らTPOを考えた行動

ができるようになる 

②出席状況、HRでの様

子、臨地実習の取組み

状況、保健室での様子 

 

①実習中は身だしなみを整えて生活できていたが、看護研究発

表会後、気のゆるみから髪を染める生徒が数名出て、頭髪指

導を行った。 

②③④⑤実習中の遅刻者はほとんどなかった。学校では、授業

には間に合うが朝のＳＨＲに遅刻する生徒が複数おり、指導

を行った。 

 

Ｃ 

①②社会人として、自ら律

し責任ある行動ができる

ことの意味と必要性を理

解させ、日常の学校生活

や行事を活用して、基本

的生活習慣の定着に向け

た指導を継続する必要が

ある。 

 

３ ・就職先、進路先について具

体的に考え始めているが、

迷っている生徒がいる。 

・将来像の看護師像を

イメージできてい

るか 

・進路先の決定状況 

①進路ガイダンスを効果的に活用し、自分にあっ

た進路先が決定できるようにする。 

 

①就職・進学先の決定状況 
 
②生徒全員が自分の目標

とする進路を決定でき

たか 

③就職説明会や進路ガイ

ダンスの活用 

①就職説明会後、インターンシップなど就職活動を積極的に行

い、希望病院を決定できていた。 

②③就職希望者はほぼ全員、希望病院に決定した。進学希望者

は受験に向けて準備中である。 Ｂ 

①修了生の就職率１００％

を実現するために、個々の生

徒に合わせた進路先選定と

決定に向けた指導体制を引

き続き維持する。 

②進学希望者の受験支援 

体制の整備をさらに進める。

４ 
・生徒の迷っている姿をみて

不安をもつ保護者がいる。 
 

・保護者面談 

・学年便り 

・学年懇談会 

①担任が保護者と個別に面談し、生徒に関する情

報共有を積極的に行う。 

②学年便りや学年懇談会により、学校生活の様子を

知らせて連携を図る 

①保護者面談の様子 

 
②学年懇談会の様子 

①学年懇談会後、２３名の保護者と面談し、進路に対する不安

や国家試験対策など個別に情報共有できた。 
②学年懇談会は約３０名が出席し、就職活動、看護研究、国家

試験について情報提供できた。学年便りを４回発行し、学校

生活の様子を知らせた。 

Ｂ 

①保護者との連携を進める

取組を継続的に行う必要が

ある。 

  

           
 


